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１１
月
７
日
は
、
二
十
四
節
気

り
っ
と
う

の「
立
冬
」で
す
。
文
字
通
り
、

冬
の
気
始
め
て
立
つ
、
と
い
う

時
節
で
す
。
陽
の
光
も
弱
く
な

り
、
日
足
も
目
立
っ
て
短
く
な

り
ま
す
。

花
の
た
よ
り
は
、
り
ん
ど

う
、
ひ
い
ら
ぎ
、
か
え
で
、
で

す
。七

十
二
候
は
、
霜
降
の
末
候

「
も
み
じ

つ
た
き
ば
む
」

と
、
立
冬
の
初
候
「
つ
ば
き

は
じ
め
て
ひ
ら
く
」
で
す
。

か
え
で

つ
た

楓
や
蔦
の
葉
が
色
づ
く
頃
で

さ
ざ
ん
か

す
。
山
茶
花
が
可
憐
に
咲
き
始

め
ま
す
。
つ
ば
き
と
読
ん
で
い

ま
す
が
、
昔
か
ら
、
よ
く
混
同

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

一
茶
の
句
は
紅
葉
で
す
。

紅
葉
も
、
散
り
始
め
は
、
思

わ
ず
拾
っ
て
見
ま
す
が
、
山
と

散
れ
ば
、
落
ち
葉
焚
き
で
す
。

良
寛
も
「
う
ら
を
見
せ
お
も

て
を
見
せ
て
ち
る
も
み
じ
」
と

詠
っ
て
い
ま
す
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

昆虫の翅は４枚、いえいえ、ハエ、カ、アブ等の双翅
目（ハエ目）類では、飛翔のための翅は２枚ですが、後
翅が退化して写真のハエのように進化して「平均棍」
という器官ができました。
ハエ等が空中を自由にアクロバット飛行できるの

は、この平均棍が回転型ではなく、振動型の超小型・
超高性能なジャイロスコープとしての感覚器官とし
て飛翔を助けているからなんですね。そのため、小さ
な平均棍を切除すると、ハエは飛べなくなります。

楓蔦黄 （１１月２日～１１月６日）
山茶始開 （７日～１１日）
・１１月７日 立冬
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北信ローカル 11月4日掲載

「
退
化
と
進
化
の
共
存
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）

91平均棍

【
七
十
二
候
】

す
こ
し少
ち
る
内
は
紅
葉
も
拾
は
る
ゝ

一
茶
（
八
番
日
記
）


